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日本人学習者のための,

頻度に基づくドイツ語基本単語5000

=概要,検証,展望一

大 薗 正 彦

1.は じめに

近年,各種コーパスに基づ く語彙 リス トが容易に参照できるようになった。

本稿は, このような状況の中で,基本語彙の選定についてあらためて検討し,

実際に選定を試み,検証を加えようとするものである。そして最終的には,日

本におけるドイツ語学習またはドイツ語教育・研究において参照できるような,

頻度に基づくドイツ語基本語彙 リス ト (5000語 )の作成を目指す
1。

大規模なデータを参照して作成され かつごく一般レベルの日本人学習者が

気軽に参照できるようなドイツ語基本語彙 リス トは今のところ見当たらない。

もちろん市販の単語集は市場に数多く出回っているが,そのほとんどは教育的

観点から選定されたものである。頻度順を謳っている場合であつても,実際に

は教材などを調査対象としており,「頻出順」とでも言うべき状況である。話数

についても1000～ 2000語程度を扱っているものがほとんどで,本格的なドイツ

語学習を志す場合には不十分であると言えよう。一方で,コ ーパスに基づく語

彙 リストも,そのままの形で語彙学習に利用しようとするにはあまりに不完全

である。唯―の例外としてJones/TSCIWner(2006)に よる頻度辞典があるが,他

の頻度語彙 リス トと比較してみると,実際のところかなりの程度ずれが認めら

れる (大薗 2014a)。 また当然のことながら日本人学習者にとっての語彙という

観点は考慮されていない。この点においてもあらためて基本語彙を検討する余

地がある。

もちろんコーパスを絶対視することにも問題がある。とりわけ問題となるの

が,コ ーパスの代表性・均衡性である。この点に関して, ドイツ語を真の意味

1本
研究は科学研究費III成事業 (基盤研究 (C)25370478)の 助成を受けている。また本稿の一部

は,富山大学人文学部シンポジウム「ドイツ語教育のためのドイツ語研究J K2015年 2月 21日 ,富

山大学)に おいて行つた口頭発表「基礎語彙とドイツ語教材Jに基づいている。

-117-



で「代表」するコーパスの構築は事実上不可能であると言わざるを得ない (在

間 20125)。 つまり,コ ーパスの場模がどれだけ大きくなろうとも,代表性・

均衡性の問題は常について回る。しかしだからと言って,客観的手法を放棄す

ることも一方でナンセンスであろう。筆者 としては,研究者や教員力ヽ その目

的や関心に応じて,独自の語彙リストを作成するためのノウハウを蓄積してい

くことが重要であると考えている。

2.経緯

本稿は,大薗 (201仏 2014b)の 続きを成すもので

ある。本節ではまずこれまでの作業の経緯を簡単に

まとめておく。

本プロジェクトで基本語彙として選定したいのは,

現代 ドイツ語の語彙の中で「高い頻度」を示し,「広

いジャンル (使用域)」 に出現する語である。右の千

野 (1986)の図で言うと,Aの部分が中核となる。そしてAの次はBが優先され

る。つまり,特定の分野でのみ高頻度の語は対象とならない。選定語数は5000

語とするが, これは, とりわけ英語を中心とした研究で語彙学習の一つの目安

とされているもの (例えばNadon 2001)を出発点として仮に採用したものであ

る。後の議論でも触れるが,テクストカバ‐率はおよそ80～ 90%程度になる。

この5000語を次の表 1に示すように5段階 (下位区分を含めると6段階)に レ

ベル分けする。

表1 レベル設定

ンペ ル

図 1 語彙のあり方

(千野1986:59)

藪

高

い
０
１

１

１

饉

い

レベル lA レベ ル 1-
レベル lB
レベル 2

レベル 3

ンベ ル

レベ ル

ンペ ル

501-1
1001

2001-
レベル 4 レベ ル 3001

レベル 5

続いて本プロジェクトで基本語彙選定の参考とした語彙リストは次の通りで

ある (以下,各 リストは略号で示す)。 なお,こ のような作業では,見出し語
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(レ マ)化の基準をそろえることが重要となるが (例 えば変化形・派生形を見出

し語と見なすかどうかなど),こ の点については大薗 (2014a:53■ )において詳し

く設定した。下に「独自にレマ化」とあるのは,こ の基準に従って見出し語を

まとめ直したということである。

.(1)頻度語彙 リスト

● DRW=DeReWo上 位 1万語を参照 (場合によっては3万語まで参照)。

● DWC=deWac上 位 1万語を参照 (場合によっては3万語まで参照)。

● J&T=」ones/Tschrncr(2006),Tschimer(2008)の計約5000語を参照。

● DtW=Deutscher Wortschatzの 1万語の語形 リストを独自にンマ化して参

照。

→ 上記4リ ストを基に5000語の頻度 リストを作成。これを「リス トDJと 呼ぶ。

(2)教育語彙 リスト

O SD1/SD2‐ Start Deutsch Al,A2独 自にレマ化し直し,SDlが 797語,SD2
が577語。

ZD‐ Zcm触江Dcutscll独 自にレマ化し直し,1403語。SD/ZDで計2777語。

BG=Langeぃchcldt Basic German Mocabulary独 自にレマ化 し直し,3638

語。レベルは12000語 レベルと,2001-4000語 レベルの2段階。それぞれを

BG2,BG4と略記する。

上記 3リ ス トの見出し語をすべてまとめると423晴コこなる。この4238語の

リス トを「リス トDaF」 と呼ぶ。

(3)独 自調査語彙 リスト
2

0 100F=Fド イッ人が日本人によく聞く100の 質問 (改訂版)J(三修社)の語

彙リス ト。見出し語数3365語。

● Kl10=Fドイッ語会話110番』(旺文社)の語彙リス ト。見出し語数7“語。

→ 上記 2リ ストの見出し語をすべてまとめると3654語になる。これを「リス

トJJ と呼ぶ3。

2見
出し語数について, ミスを訂正したり,綴 りのパリエーションの認められる語 (例 えばatlf

C―dと allfgrllndな ど)に ついて統―を図ったりしたため,大薗 (2014ι 201411)の 数字と若千異

なっている。
3な

お「リストJJ全体の中で語の頻度順位を問題にする場合は,上記 2リ ストの総語数が異なる

ため,粗頻度ではなく,相対頻度を基に算出した順位を用いる。

０

　

０
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さて,実際の選定作業であるが,大きく分けてこれまでに以下の3つの作業

が終わっている。

2.1 頻度語彙リストの検討

4つの頻度語彙 リストをもとに,頻度に基づいた5000語のリストをまとめた

(詳細は大菌 2014aを参照)。 これを以下「リストD」 と呼ぶ。その一部を示す

と次の通りである (大薗 2014a61か ら再録)。

aber
et ntictr
alle
allein
allerdings
allgemein
als

also

ab

Abb
abblden

abdecken

Abfahrt

abheben

abldten

Abrechnung
abtten
absagell

ｎｈ柚̈
興

Zttt

2.2 頻度語彙リストと教育語彙リス トの比較

次にこの「リストD」 (5000語)を「リストDaF」

“

238語)と比較した。全体

として重複するのは2949語である。さらにランクごと,各個別 り不卜ごとに細

かく見ていくと,そ の差異はさらに複雑になる (詳細は大薗 2014bを参照)。 極

端な場合,次のような分布を見せる語も見つかる 〈Oは ,ス トに含まれること

を, Xは リス トに含まれないことを示す。その際,DRWと DWCについては

10000位 以内に含まれるものを○としている)。

表 2 リス トD:頻度に基づく選定結果 (一部)

Abend
atlehnen
abschlie8en
absolut
acht
AG
Aktion
aktiv
aktuell
Alter

abgeben

Abgeordneta
abhiingig
Ablauf
Abschluss
Abschnitt
absehen

Abstand
Abteilung
ach

zwellrlal

abbauen
Abbildung
abends

abhalten
abhnngen
AbhEngiskeit
ablaufen
ablegen

Ableh4ung

zustande
zustlnmen

Abenteuer
Abfsll
Abgabe
abholen
Abitur
Abkommen
ab[6sen

abschafien
Abschafung

zweitens

- 120-



表3 「頻度語彙リス ト」と「教育語彙リス ト」の比較

→ 例 1

→ 例 2

例 1:Angabe,Bercich,Berlin,dalstellen,… wirken

例 2 :anmachcn,Bime,duschen,einundzwanzig,… ヽ、chentag

2.3 独自調査

日本人学習者にとって重要な語を抽出するために,独自の語彙調査を行つた。

例えばドイツ語圏のコーパスでは」apanの ような語はそれ程上位に来ないが,日

本入学習者がドイツ語を学ぶ際には優先順位が高いであろう。そのような語を

抽出するというのが狙いである。調査対象としたのは上の (3)に挙げた2冊

の本で,一つは日本社会・文化を紹介したもの,も う一つは日本人向けの会話

集である。調査の結果,当初の狙い通 り, 日本社会・文化に関わる語彙が浮か

び上がると同時に, ドイツ語学習者が初歩的な会話で必要とする基本的な語も

抽出された。次にいくつか例を挙げておく。頻度語彙リストに比して独自調査

語彙リストで大幅に順位の高い語である (大薗 2014b:58よ り再録。なお,「 リ

ストDレベル」というのは上の表 1に示したものと同じで, 2は 2000語レベル,

5は5000語レベル)。

表4 「頻度語彙リストJと 「独自調査リス ト」の比較

出し語 リス トDレベル リス トJ順

2

bitte 2

48

Dank 60

ach

5 105

以上を踏まえ,各 リストの結果を合成していくというのが今回の作業である。

なお,現状では各リストにおける見出し語イビの基準や精度の問題が大きいため,

単純な統計学的手法を取るのは困難である。
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3.最終遇定作業

3.1 基本方針

7つの個別リスト(D即嶋 DWC,J&■ Dtt SD/Z21Q」)を参照しながら,

最終的な5000語を確定する。以下に示す選定方法は,実際には試行錯誤を繰り

返しながら決定したものである。その点において,選定には選定者の主観が入

らざるを得ない。まず選定方法の原則は次の通りである。

● 原則として4リ スト以上に記載されていぅ語を選定対象とする。ただし,

頻度 リストに記載がなくても,SD/ZD,BG,Jについては3つがそろえば

よいものとする。

● 「リストJ」 (3654語 )にっぃては,基本的には,粗頻度1の語をのぞいた

1501語を優先的に選定の対象とする。その阻 1～1"位をレベルlA,151
～300位 をレベルlB,301～ 600位 をレベル2,601～9∞位をレベル3,901
～1200位 をレベル4,1201位 以降をレベル5相当と考える。

レベルlAか ら順を追って選定していくが,厳しい条件から始め,徐々に条

件を緩くしながら確定していく。最も厳しい条件は,各 リストの最上位ランク

の組み合 わせ である。つ ま り,「 リス トDの レベル lA」 +「SD/ZDの SDl」 +
「BGの BG2J+「 リストJの レベル lA」 となる。この組み合わせには108語が

該当する (abe■ a■4 als,ato..¨ zu)。 次に「リストDの ランクは任意」十「SD/

ZDの SDl」 +「BGの BG2」 +「 リス トJの レベル lA」 のように少しずつ条件

を緩めながら語を選定していく。二つのランクの境界線上にある語群について

は,原則 として頻度の平均値を出して線引きする。なお,最後のレベル 5まで

来ると上の原則を満たせない場合も出てくるが,その場合D即嶋 DWCの順位

を30000位 まで拡張して採否を判断するということも行った。

3:2 体系の考慮

各ンペルごとに意味体系の考慮も行うこととし,ま とまりを成す語 (例えば

月や曜日など)の順位調整を行った。月の名前を例にとると,最初の選定段階

でFebruarを のぞくすべての語がンベル lAに入 り,Februarのみレベル lBに入

ることとなった。そのような場合,Februarも レベル lAに合めうものとする。

月の名前以外には,次のような語群についてレベ71/の確認を行った。ただし実
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際に調整を行ったケースはそれ程多 くない。というのも,教育語彙 リストでは

もともとある程度の意味のまとまりでランク付けがしてあるため,本リス トの

選定段階でも概ね同じランクに入ることが多かったためである。なお,反義関

係にある形容詞などは, レベルが異なっていても特に問題がなければ調整して

いない場合が多い (例 えばanwcscndと abwesend。 この場合,前者の方がラン

クが上)。

(4)確認した語の例 :月 ,曜日,季節,1日 の時間など(例 :Morgen,morgens),

数字,親族名称,方角,方向,単位,反義語 (wciblich,malmlichな ど),

派生関係にある語 (Europι curopaiscL Europaerな ど),そ の他まとまり

を成す語 (eherseits― andereseitsな ど)

3.3 選定結果

以上の作業を通して,最終的に5000語を選定した (以下,「最終 リスト」と呼

ぶ)。 次がその作業結果の一部である
4。

参考までに, リス トDからのレベルの

変動を矢印 (↑ ↓)で示す。

4,ス
ト全体はネット上で公開している。静岡大学ドイツ言語文化研究室ホームページ (http〃

Mttvb shレuoka acjp lttydeutscll)か ら八り,「 ドイツ語」>「語彙J>「基本単語5000」 を

参照。

表5 最終的な作業結果 (一部)

レベル lA レベル lB レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5

ab

Abend↑
aber

abhden↑

acht ↑
Adresse↑

allタ

allein

anerdings

als

z、veit

z、vischen

abschlieBen
achtzehn t
achtzig
atlgemein J
Alter
Amerika 1
amerikanisch J
anfangen J
Angst J
ansehen

zwalztg I

zwiilf

Abendessen 1
abends t
abfahren t
Abfahn 1
abgeben

Abgeordnete
abhiingen f
abhengig
ablehnen .l
abnehmen 1

Zweifel
zwinqen

abheben ↑
Ablauf↓

Ablehnung

Absatz

Abschrutt↓

abschcn ↓
Absicht

absolut ↓
Akte↑

Akdc↓

zwcitcns↑

Zwiebel↑

Abbau J
abbauen J
abbiegen f
Abenteuer
Abfatl
abfliegen f
Abflug I
Abitur
Abkommen
ablegen I

zustande J
Zweis. I

Abb.
abbrechen I
abdeckel
Abgabe {
Abgas 1
abhalten
ablaufen I
abliisen {
abmachen 1
abormieren I

zwingend J
zwdlft 1
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各個,Uリ ストの重複状況は次の通 りである (D蒻,DWCは 100∞位までが考

慮されている)。 4リ スト以上に記載されている語数 (太字部分)の合計は4295

語となり,概ね原則を通すことができた。

表6 「リストDJ・「リストDaF」 比較

」&T  DtW
DRW  4587語
DWC  4559語
J&T    4111語

6リ ス トに DtW 3956言吾

5リ ス ト 2628言吾

3335言吾4リ ス ト

3リ ス ト

2リ ス ト

リストBU語数

7リ ス トに

1リ ス ト

SD/ZD
BG

語数

圏
一鵬
一‐・・７
一‐‐‐６
一３９９
一邪
一“

ただし,最終的に 1リ ストのみの語も68語含まれる。実際はすべてSD/ZDか ら

の語で,レベル 5に属する。SD/ZDは2000語 レベルの学習語彙が想定されてい

るが,他のリストの語とも比較しながら,最終的にレベル 5において優先的に

採用するという判断をした くただしD即吼 DWCで 30000位以内の語のみ)。 こ

の辺りは検討の余地があるかも知れない。参考までにこの68語は次のものであ

る。

(5)Abgas abonderen,abwaschen2 Alphabet Altenheim,ankreuzenj Ansage,

Apartment,ArztpraxLs.Biergarten,Bonbon.Btrgerstclg.Cousm,Diskette,

DoppelzhmeL Ehbahnstra3c Ettelzbコ ∝L EIn出Ⅲ 3Essじ F■醜

Fernsehgeぬt Frauenarzち Gastfreundschtt Gebatt Geburtso軋 Geldborsc

Hahnchen,Handarbeit,Hausmann,Heimweh,hierhin,hineingehen,
´ 価 bШ 叫 Hoに

…

Ⅲ 押 山 動 響 ヽImに 駈 d輛偲帆

ЮQ Kondom,Konsulat KosmedL Krankenpneger.Lau続 ム 血 u“嶋

血詢ocL M山山n Na“LMおい ,N銀 ¨ Ndm耐 葛 No叫
PrmgsteL Pnaume,Quark,Rabatt Reisefuhret Schnupfen,Spjchwort,

smmt Tastatuttohti“ J¨ Unterhose,vegetattcL宙∝fa軌

VowahL wegwerfen
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4.カバー率の検証

本節では完成した最終リストのテクストカバー率について調査し,その有用

性を確認してみたい。まずは個別調査に用いた2冊の本を対象とする (こ れら

はすでに語彙リストが完成しているためカバー率を容易に出すことができる)。

比較対象として,上述の「リストD」 (5000語 )と 「リストDaF」 (4238語)に よ

るテクストカバー率 (全体の述べ語数に対するカバー率)を示すと次の通りと

なる5。

表7「 リストD」 によるカバー率 表8 「リストDaF」 によるカバー率

タス カバー語数 カバー| テクスト 総語数 カバー語数 カパー率

17065 82 0% 100F 17065    13574   79 5%

17849   84.2%
4141 3868   93 2% 4141     3896   94 196

合計

最終リスト (5000語 )でのカバー率は,次に見るように,先の 2リ ストよりも

高い。もつとも,最終リストはこれら2冊の本の語彙も参考にして調整してい

るので,カバー率が上がるのはある意味当然のことである。

表9 最終語彙リストによるカバー率

100F

Kl10
18335   86 5%

続いてドイツ語の初級教材との相性はどうであろうか。試みに拙著『異文化

理解のための初級 ドイツ語文法』(朝 日出版社)における単語のカバー率 (述べ

語数ではなく,見出し語のカバー率)を見てみた。これは初学者向けのドイツ

語教科書で,総語数は見出し語にして541語である (た だし人名,犬の名前,猫

'二つの話彙リストの差分調査には岐阜経済大学の山田喜久氏力警茂したTecely(http//■‐Wgl■‐

ke■zal acJp/～yttada/)を利用した。なお, この二つのカパー率は大薗 (2014b)で も示したが,

テクストの語彙リストに関して,先述の通り見出し語の調整を行つたり, ミスを訂正したりした

結果, ここでは異なる数字となっている。ただし全体の傾向は変わらない。

4141     3972   95 9%
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の名前はのぞく)。 それぞれのリストのカバー率は次の通 りとなる
6。

ここでも最終リス トのカバー率が最も高いことが分かる。差し当たりある程度

の有用性が確認できたかと思う。ついでながら,こ こでは図らずも「リス トD」

(頻度語彙 リス ト)よ りも「リス トDaF」 (教育語彙 リス ト)の方が一―後者の

方が見出し語数が少ないにもかかわらず――高いカバL率を示している。初学

者向けの学習語彙についての示唆を含んでいるように思われて興味深い。この

点については次節であらためて取 り上げたい。以下には,参考までに,最終 リ

スト 〈5000語)でカバーできなかった語にどのようなものがあったのか挙げて

おく。

(6)au亀 ぬ 叫 m′ 政 瓜 啜 L DoJに 肛d dulteL ddЦ  FQ恥 山 ∝ fOSぬ鈍

Fu3bal WM,Fu3bautramerj g・ Gtt Halenb4 hundemЮ zentt Kakerht

KImono,(rschbauln,leckcr.Luftballo■ Proflfu3balleL Reisend4 Schat

Sdmlkc,Vぉc,Vcgc“jcr.VL,Worsburg.zweihundert

5.補足 (1):学習語彙と高頻度語彙のずれ一―基本単語500を どう選ぶか

筆者は,かつて教育的観点から初学者のためのドイツ語基本単語500を選出し

たことがある
7。

これは,市販の単語集や辞書のランク付けを比較検討し選定し

たものである。十分予想される通 り,その500語 と今回選定した基本単語5000の

レベル lA(500語)は必ずしも一致してない。その理由として,基本単語500

は純粋に学習上の観点から選ばれたのに対し,基本単語5000では頻度という観

点が加味されていることが挙げられる。両者の特徴を簡潔にまとめると次のよ

6見
出し語化については本プロジェクトの基準に貝」して考える。つまり,Studenunな ど名詞の女

性形は男性形に含めて, またあ Orncnの ような動詞の名詞化は動詞ornenに含めて考える。
7ネ

ット上で公開している。上述の静岡大学 ドイツ言語文化研究室ホームページから入 り,「 ドイ

ツ語」>「議 1>「 ドイツ語基本単語rJlll Jを 参照。

表10 教科書の単語のカバ
=率
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うになる。

● 基本単語500:純粋に学習上の観点から選定。学習の順序も考慮。

● 基本単語5000:頻度をもとに, 日本人学習者にとっての重要度という観点

を交えて選定。

初級者にとっての頻度という点について, ここで少し考えておきたい。学習

者が最初に覚えるべき単語として,頻度の高い語を優先するというのは自然な

考え方である。しかしながら,外国語としてドイツ語を学ぶ場合, とりわけ初

級段階においては頻度を絶対視することにも問題がある。まず,高頻度の語の

多 くを,代名詞,冠詞,前置詞,接続詞などのいわゆる機能語が占めるという

ことが挙げられる
8。

仮にドイツ語の単語を頻度順に100語覚えることにすると,

大多数が機能語になり, これでは中身のあることは何も伝えられないというこ

とになってしまう。

そこで初級者向けの基本単語を考える場合,実際にはバランスを見ながら名

詞,動詞,形容詞などのいわゆる内容語を織 り交ぜていくことになる。しかし,

名詞や動詞に限ったとしても,頻度だけに準拠すると困った問題が出てくる。

その一つは, 日常的に身近なもの一―例えばApたlや■schな ど――は意外に頻

度が低いということである。日本語で実際に「リンゴJと いう語を目にする/
耳にする頻度を想像 してみるとよいであろう

9。

ドイツ語を学習し始めてすぐは,

多 くの人が,抽象的な単語よりも具体的な単語から覚え始めたいと思うのでは

ないだろうか。しかしながら,頻度ということで言えば,Po■dkやWlrtschatと

いった語の方がむしろ上位に来ることになる。

また,頻度順では, まとめて覚えたい語がまとめて出てこないということが

起こり得る。曜日や月の名前,親族名称などがその代表例であるが,そ れぞれ

の語の頻度には当然ばらつきがある。曜日で言えばSonntagや Montagの 頻度が

8J&Tで
上位10位 までを占めるのは,de1/dυ daS・ Шd.seln,t eln.Ztl,haben.Ich lvcrdcL slcの 10

の見出し語である。参考までに,日本語で上位10位 までを占めるのは,Tono et al 12013)に よる

と「ノ,こ,ハ ,夕 , 7,ダ,ス テ, 卜,マス」の10語である。 ドイツ語と同様のことが言え

よう。

'ち なみにTono et al 12013)で は「リン到 の頻度順位は2121位 ,「テープルJは1773位 ,「机Jは
2021位 である。J&Tにおいて,.Apfelの順位は3837位 ,TIsこ の順位は494位 となっている。なお,

Tおchに ついては他のコーパスではやや順位が落ち,DRWで 975位,DWCで14"位,DtWで 915

位という状況である。
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高いが,だからと言ってDonnerstagのない単語 リストは役立ちそうにない10。

学

習者のための基本単語を考える場合,意味の体系を考慮する必要もあるという

ことである。

教える立場からもいくつかのポイントが指摘できる。まず学習の順序 という

点である。高頻度の語であっても,文法の初期段階ではふつう教えない語とい

うのがある。例え氏 滋′嬢 Deu●ch′などが該当する。重要な語であるのは明

らかであるが,形容詞からの派生名詞で複雑な変化をするため,授業で取り上

げるのは通常比較的あとになってからであろう。

用例としての向き・不向きという問題もある。先述したApfelや■schな どの

具体的な名詞は,複数形を教えるときや,前置詞を教えるときに好都合である

(劉d4ル ι auFdeln Ъ 湯など
11)。

動詞の例で言えば分離動詞という項目があ

るが,頻度に関してはmbietenや darstellenな どが上位である。しかし実際に教

科書で使われているのは,abfahrenや aufstehenな どであろう
12。 これには,具

体的な場面や文脈が設定しやすいかどうか,いっしょに使われる語句がレベル

的に適切かどうか,ま た,文法を教える場合であれl∴ 変化表が示しやすいか

どうかなど,複合的な要因が絡んでいると思われる。

―口に頻度と言っても,いろいろと問題があることが分かる。以上のような

問題はとりわけ初級段階で顕著になる。結局のところ,それは単語の「やりく

り」の問題 (大薗 200■ 47)であると言ってよいであろう。初級者の場合,さ

まざまな現実を前に限られた語彙を最大限にやりくりする必要がある。そういっ

た意味で,初級者は,複雑な文を組み立てるための機能語よりは,具体的な意

味を担う内容語を,さ らに言えば,微妙なニュアンスの違いを持つ複数の語を

学ぶよりは,言い換えの利かない最小限の語を優先的に学んだ方がよいと考え

ることができる。BrOtや Butcrは そのような言い換えの利かない語である。一

方,innerhalbで あればinで も代用できそうだといった具合である。

以上の点を踏まえると,初学者にとっての学習語彙を考える場合二―とりわ

け500語から1000語レベルくらいでは一―純粋に学習的観点から基本語彙リスト

ЮJ&Tでは,Sonntagが 8B位,Molltag力1794位 であるのに対し,Donnestagは 132位。
1:在

間 (20127)には次のような興味深い指摘がある。Va“ ApFelと いう語は両者とも無語尾・ ウ

ムラウト型の複数形を作るが,単数形の頻度はVater>Apfelな のに対して,複数形の頻度は逆

転してVaterく Apfelと なるとのことである。語形の頻度にも着目する必要があるということで

ある。
12J&Tでは,allbleten力 報 4位,dtttenen力 94“立であるのに対し,abfahrenが ランク先 alfstcncn
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を作成することは有用であると考えられる。最後に,上述の両リスト,「基本単

語500」 と「基本単語5000の レベル lA(500語 )」 で具体的にどのような語が食

い違っているのかを示しておく (太字は本節で例として言及した語である)。

● 「基本単語500」 にあって「基本単語5000の レベル lA(500語 )」 にない語

(螂較的頻度は低いが,学習上は優先してもよいと考えられる語。教科書な

どでは頻出。「基本単語5000Jで のレベルもあわせて示す)

レベル lB anfangen,an■ vorten,arm,Bat Baum,Berg,bestellen,Bett,bevoL

bezahltt btt bLt BImle,Bid Bmder.Bus,dauern,■ 此 dm
et endiCh,entscheiden,eunnem.fallenj falsdし Fenste■ Fernsehcll,

fertig,■iegen,Flugzeug,Foto.freundich,fruh,Frthstuct fuhlen,

■Q geSund,」iC班屯 heB,hOffen,holeL熱、hundCt回 tKhQ

krant Kuchen,lachen,Laden,lieben,manchmal,Mittag,Musit

Nachmitag,NatuL memand,Obst,Prufung,recht,regnen,reich,

rebeL schade,schenkeL schicken,schwach,Schwestei sぬ wie輻

See,selbst,singen,Sonne,statt,sterben,studieren,Telcfon,tiel

TiscL trOtz,T● L Un市 ersiat vou,Vorlnittag,Wagen,Wald,wann,

woher.wo血 ,wunschen,ziehen

ンペЛ/2    』uttch,Apfel,aufhOren,aufstehen,backen,braten,Brot,Ccnt

Dusぬe,EL Fahrrat Flaschら Fluss gd,Geln“e,Glas,Hanし heL

Hemd,Hose,Hunger.Katze,● eid,leihen,MesseL MIch,Radio,

rauchen.Rock,rufen,Salz,schlagen,Schnee,Schuh,schw■ rnmcn,

Stuht Suppe,Tasche,Tasse,tausend,wachsen,waschen,weinen,

werfen,Zucker

レベ71/3   Anzus Brille,Durtt Heft,Kugelschreibe■ Onkel,Tantc

レベル 4  Bleisti■ ,Fraulein,schneien (計 145語 )

0 「基本単語5000の レベル lA(500語 )」 にあって 「基本単語500」 にない語

(比較的頻度 は高いが,学習上は後回しにしてもよいと考えられる語。ただ

し実際の ドイツ語使用場面では頻出)

ab,abholen,Adresse,allerdings,also,anbieten,anders,Angebot,Ant,vort,

anttehen,Arbdt Art,AuFgabe,Auge,AuJandeL auslandstt auSet au3crdcm,

Bank,bedeuten,bestehen,bisheL bisschen,Blick,Caf6,ComputeL dabci,
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daL α℃q姜、こhtt da」ちdana山、D砒

“

れ daraui dレ■dehJ,
deutkL Deutscha D嘔 d`t eigenth¨ mp固」飩 EntsぬJ囀 erhal“屁

erklareL Essen,etwら Europa,eurOpaisch,fast,Firlna,frei,fruhe=fthren,

garj Gast gebOre,,gelten.gemehsaln,genau,geme,Geschemに Geschichte,

Gesellsch已 Gespぬdし rW価nen.GrOSe,Gmnd,heimttt H断 ヽhおn lladoL

Interesse,interessた reL intema“ nat htemet,JapaL」apaner.japalliscL jc

kauュ Klassej Konzet meg2 Kunde,lange,Leben,le,hebet Losun3 mal,

Mtt mehrere.mdst Metel Mitte,MOment r直コIch,nattLch,nameL nett,

nO珈軋 no嘔 o誡■ Ot p●レLdL Po」出軋 PoLd,PreL PЮ夢田Щ  PrOzent

Rauln,Re」 enln3 Reis,kie,Rolle,咄 mt SaChe schafFen,schemeL

Stite,sicheL sogar.sPateち Sprache,Stelle,StFa3enbahn,Taxi,Teil,Text,

Thema,unten,Unterschied,verschieden,versuchen,Viertel,wahら 、veiteL

Wert Wirtsch」 L Wochencnde,wOL zB,ZahL zleL ziemttd、 zuruck zwaL

zweit(151語 13)

6.補足 (2):ドイツ人の名前

基本単語5000の選定に際し,人名 (姓・名)は本リストには含めず,別途リ

ストをまとめるものとした (大薗 201454)。 実際にまとめた人名リストについ

てここで報告しておく。ドイツ人の姓,女子名,男子名をそれぞれ100ずつ取り

上げた計300語のリストである。なお,調査は2011～ 2012年にかけて行った。

6.1姓
Wttedla(httpノ /de宙勁peda Org/)の情報を参照した。

6.2 女子名・男子名

ドイツでは公の統計は存在しない。本 リストは,次の4つのウェプサイトで

得られたデータに基づき,成人と青少年の名前の両方を考慮しながら上位100位

を選出した。

13上
の二つでそれぞれの総語数が異なるのは,各 ソストの見出し語の立て方の基準の違いによる。

「基本単語511Jで は同音異義語は別見出しとして扱っているが,「基本単語50∞」では同一見出
しとして扱っている。例えば動詞のselnと 冠詞類のselnな ど。
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Gesellschaft fur deu“ che Sprache(htp■m_gfds de/),以下GfdSと表

記。

ドイツ語協会 (GfdS)に よる統計。戸籍役場 (Standesalnt)の情報をもと

にその年に最も人気のあつた名前を算出し,1995年以降の情報が公表され

ている (男女各10位 まで)。 これ以外に1957/58～ 2000年の間にベスト10入

りした名前がまとめてリス ト化されている (順位記載はなし。女子名64,

男子名55)。 なお,表記の揺れが認められるもの (Enc,E五 kな ど)は まと

めて一つの見出し語として扱われているため表記ごとの順位は不明。また,

下のBdたbie vOrnamenの データとは異なり, ミドルネームも含めて算出さ

れている。

Beliebte Vomalnen(http:〃 Ⅳv,vWbeliebte vormmen de/),以 下BVと表記。

1890年 から現在 までの各年の情報を掲載 (男 女名,各25～ 35位程度 まで)。

各種資料を対象とした独自のサンプル調査に基づ く。近年は主に産科病院

(Geburtsttinik)に よる情報のほかに若干の戸籍役場による情報を加えて算

出しており,20H年に関しては,新生児の約24%に相当する数の名前を調

査したとのことき各年の統計のほかに,20002009な ど10年 ごとの統計 (男

女各2∞位程度まで)や18902002年の統計をまとめたDie hatlngstcn vornalnen

der Erwachsenen(女 子99位,男子100位 まで)。 さらに地域ごとの統計な

ど,各種観点からの統計を見ることができる。ここでのリストも,表記の

揺れが認められるものはまとめて一つの見出し語として扱われており,表

記ごとの順位は不明。上のGfdSの データとは異なリミドルネームは区分し

て扱われている。

Vorname.com(httpヽ■
…

、VOrname coW),以 下VNと 表記。

閲覧者の投票,閲覧回数,検索回数に基づき順位を確定。アクチュアルな

人気順位が示される。ただし,あ くまで人気に基づ く順位であり,実際の

数の多さとは無関係。

Wkionary(http//dc宙 ktionaり org/),以下WIKと 表記。

Liste der hauflgsten mannichen Vornalnen Deutschlands,に よ υe Listc der

haungsten wcib■ cllen Vomamen Deutschiandsと して電話帳調査に基づ く頻

度調査 (2005年)の結果が掲載されている。男女名,各上位1000位 までの
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●

名前を見ることができる。

上記サイト上の情報を以下のように参照した。なお,語形・表記形のパリエー

ションが存在し,それらが同列に扱われている場合は,同順位で処理した。

● GfdSの 1957/58‐ 20∞年リスト。女性 :72表記形, 男性 :64表記形 (順位記

載なし)。

● BVの 1890‐ 2002年 リスト。女性 :125表記形,男性 :1“表記形。
● WIKリ スト。女性・男性各上位100位 =100表記形。

さらに比較的近年人気の名前も考慮するため,次の情報も加味した。

GfdSの 1995～2011年のリストを集計したもの (1995‐ 1996年は旧東西 ドイ

ツ地ul」)。 各年の 1位γ10位をそれぞれ10点～ 1点でポイント化し,単純

に点数を合計したもので順位を付ける。女性m表記形,男性 :31表記形。

BVの 2000年代リスト (2000‐ 2009年)。 女性 。男性各上位100位 までを取り

上げると,女性 f142表記形,男性 :1“表記形。

各リストの1位～1∞位をそれぞれ100点～ 1点でポイント化した。順位の確認

できないGfdS1957/58‐ 2000年 リス トについては,すべての名前を50点 とする。

最終的に,語形・表記形のパリエーションがあるものについて,次の点を考慮

して採否を決定する。

● WIKの リストは表記形に基づく頻度リストであるため優先的に参照する。

● BVの各名前の解説における頻度への言及。

● VNの言語情報におけるDeu● chの記載の有無や人剣頃位。

● Duden:Iル 滋″お磁οR″触滋″あ″ィ (2009)における記載の有無。

出来上がったリストの一部を示すと次の通りであるL作業リストでは1～100

位までの順位づけを行っているが,基本単語5000の リストと同じく,最終的に

公開するリストに細かな順位は付していない。ただし,女子名・男子名につい

“こちらもネット上で公開している。静岡大学ドイツ言語文化研究室ホームページから入り,「 ド
イツ語」>「語彙」>「 ドイツ人の名前」を参照。
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ては,比較的近年に多い名前と,比較的以前に多かった名前について,それぞ

れ
拿および轟を付して示してある。

Albrecht
Amold
Bauer
Baumann
Beck
Becker
Berger
Bergmann
Bi,hm
Brandt

Zieglet
Zimmermann

Alexander
Alfred**
Andreas
Anton
Ben'
Benjamin
Bernd
Bernhard**
Christian
Daniel

wiI1r-

7. おわりに

以上,基本単語5000の 選定についてその概要を述べてきた。最終的には,実

際に5000語を確定し,簡単なものであつたが,テ クス トカバー率の調査も行っ

た。最終 リス トは,既存の頻度語彙 リストや教育語彙 リス トよりも高いカバー

率を示しており,ひ とまず今回の選定の方向性が大きく誤ってはいなかったこ

とが確認できたのではないかと思う。以下,今後の課題や展望について触れて

おく。

まず基本語彙ないし頻度 との関連で,今後独和辞典や単語集において考慮す

べきだと思われる点を列挙しておく。

高頻度だが辞書に挙がっていない語がある (例 :Investor)。

辞書に挙がってはいるものの,頻度に照らして重要度ランクをもっと高く

設定すべきだと考えられる語がある (例 :E Mail)。

一方で,あまり重要でない語が重要語になっている場合がある(例 :bei3eD。

見出し語にする語形について検討の余地がある場合がある (例 :Fular2/

０

　

０

●

　

●

表11 最終的な作業結果 (一部)

▼は比較的近年に多い名前,'°は比較的以前に多かった名前

Alina*
Amelie*
Andrea
Angetika
Anja
Anke
Anna
Anne
Anneliese**
Barbara

::
vanessa

Waltraud*'
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●

Finanzen)。

語義の頻度調査の必要性がある (例 :Rscher)。

語形の頻度調査の必要性がある (例 :we13く 宙ssen,we脇 )。

コロケ,シ ョンヘの洋意喚起の必要性がある (例 :Wiedersehen)。

最後に基本語彙の規模に言及しておきたい。この点について,当初は明確な

見通しを持たずに単語の選定を進めてきた。語彙研究では,テクストを辞書な

しで理解するには一般に90%メ上の単語の理解が必要であるとされる。今回作

成した最終 リスト (5000語)の テクストカバー率は概ね80～90%程度であった。

つまり,テクストの十分な理解には5000語だけでは不十分である可能性があるt
言うまでもなくテクストの正確な理解のためにはジャンル特有の語の理解も必

要であるが,「特殊でない」語の集合を基本語彙であるとすると,その規模はど

の程度のものなのであろうか。Ictter(1984:21)に よると,テクストの語が特殊

でないものから特殊なものに変わり始めるのは15000語辺りがらという見積もり

もある。Duden(2013:130に よると, ドイツ語母語話者の能動的 (amv)な
語彙は12000～ 16000語程度とのことであるので,それを踏まえると,こ の15000

という数字はあながち的外れなものでないのかも知れない。とは言え,5000語

という規模が90%近いカバー率を持つのであれ|ム まずは中級者の目標として

この数字を設定してもよいであろう。ただし,我々ドイツ語教員にとっては,

基本語彙の選定は出発点に過ぎず, これをもとに,造語の問題,文法の問題,

意味の問題など,考えるべき課題は多い。
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